
第 １ ４ ９ 号
平成25年11月25日発行

0120-783-574（フリーダイヤル）
099-294-2200（直 通）
0570-0-78310（全国統一ダイヤル）

かごしま教育ホットライン24

〒891-1393 鹿児島市宮之浦町862

TEL:099 – 294 – 2311
FAX:099 – 294 – 2309

調査研究発表会に関する問合せ先

総合教育センター 企画課

16:35

16:40
○　ワークショップ型研究協議

閉会行事

全
体
会

分
科
会

（特別支援教育研修課）

○　研究発表Ⅱ

○　調査報告

（教職研修課）

昼 食 ・ 休 憩

○　研究発表

○　事例発表

受 付

開会行事

○　調査研究の概要説明

○　プロジェクト研究の発表

○　研究発表Ⅰ

（情報教育研修課）

(御案内)平成25年度

期日：平成26年１月31日(金)

平成24年度の全体会の様子

時間：9:30～16:40

場所：県総合教育センター
（大原台講堂 他）

＜全体研究主題＞

生きる力を豊かに育てる

学校教育の創造

ワークショップ型授業検
討会を通した授業研究の在
り方に関する研究発表，情
報教育研修課，特別支援教
育研修課による研究発表，
教職研修課による調査報告
を行います。
また，それぞれの研究発
表には，鹿児島大学教育学
部の髙谷哲也先生，森下孟
先生，肥後祥治先生からコ
メントをいただきます。

８つの分科会に分かれて，研究発表，
事例発表，ワークショップ型の研究協
議を行います。

9:00～

9:30～

12:15～

9:40～

13:15～

16:35～
16:40終了

申込み方法や詳細については，各学校に配布されてい
る案内文書，又はWebサイトを御参照ください。

TEL 099-294-2312
FAX 099-294-2374
Ｅ-mail kikaku@edu.pref.kagoshima.jp

研究発表，分科会については裏面も御参照ください。

第１分科会 第２分科会

国 語 科 社会・地歴 ・公 民科

第３分科会 第４分科会

第７分科会 第８分科会

特 別 支 援 教 育 教 育 相 談

算 数 ・ 数 学 科 理 科

第５分科会 第６分科会

外国語活動，外国語科 情 報 教 育



平成25年度 調査研究発表会 全体会の研究発表について

「情報活用能力の育成に関する研究」
～児童生徒のICT活用を通して～

＜研究主題＞

各教科等において学校全体で体系的に取り組む児童
生徒の情報活用能力の育成と，教職員によるICT活用
指導力向上に向けての実践研究について発表します。

「特別支援学校における一貫性・系統性のある指導
の在り方に関する研究」～知的障害のある児童生徒
のpdcaサイクルに基づいた授業づくりを目指して～

＜研究主題＞

知的障害のある児童生徒の「授業づくりの視点」に
基づいた授業の評価や改善等を通して，一貫性・系統
性のある指導の在り方について発表します。

情報教育研修課

平成25年度 調査研究発表会 分科会の研究主題について

平成26年度長期研修者 募集案内
○ 研修期間

○ 募集対象

○ 応募手続

○ 研修内容
平成26年４月１日から平成27年３月31日まで

・小学校，中学校及び特別支援学校
教職経験７年以上で，ステップ
アップ研修を修了し，パワーアッ
プ研修に該当しない教員
・高等学校
教職経験４年以上で，ステップ
アップ研修，及びパワーアップ研
修に該当しない教員

長期研修申込書に所定の事項を記入の上，所属学
校長を通じて提出する。

各研修者が教育実践上の課題を解決するために設
定した研究主題や研究計画に基づいて進める研修や，
教育全般についての研修

○ 応募締切
平成25年12月13日（金）

平成25年度長期研修中間発表会より

特別支援教育研修課

プロジェクト研究

「『みんなで取り組み，学び合う授業研究』の進め方」

＜研究主題＞

全教職員で取り組む校内研修会についての研究で授
業研究サポート事業を行い，授業研究実践校との共同
実践を通した課題解決例や成果について発表します。

「教職員のニーズを踏まえた効果的・効率的な研修
の構築に関する研究Ⅱ」～フレッシュ研修における
学校での指導体制の在り方～

＜研究主題＞

校内研修の充実を図るために，フレッシュ研修を実
施している学校の状況や実施上の課題等を把握し，効
果的な校内指導体制について報告します。

教職研修課

分科会名 研　究　主　題　等
第１分科会
第２分科会
第３分科会
第４分科会
第５分科会

第６分科会

「情報活用能力の育成に関する研究」
　～児童生徒のＩＣＴ活用を通して～
　各学校段階における事例発表を通して，児童生徒に情報活用能力を身に付けさせるためのＩＣＴ
を活用した指導方法等について協議します。

第７分科会

「特別支援学校における一貫性・系統性のある指導の在り方に関する研究」
　～知的障害のある児童生徒のpdcaサイクルに基づいた授業づくりを目指して～
　知的障害のある児童生徒への一貫性・系統性のある指導について現状と課題を明らかにするとと
もに，指導の充実を図るための授業づくりの工夫について協議します。

第８分科会

「不登校の未然防止と支援の在り方に関する研究」
　～『学校楽しぃーと』等を活用した児童生徒への対応～
　不登校の現状や課題及び未然防止の取組について，実態を明らかにするとともに，「学校楽
しぃーと」等を活用した一貫性・系統性のある指導の充実を図るための方策について協議します。

情 報 教 育

特 別 支 援 教 育

教 育 相 談

「学習内容の関連を踏まえた思考力・判断力・表現力の育成に関する研究」
　～「判断基準」に基づく指導と評価を通して～
　教科等における思考力･判断力･表現力の継続的な育成に関して，学習内容の関連を踏まえた
「判断基準」の設定による効果的・効率的な指導と評価の工夫について協議します。

教　科　等
国 語 科
社 会・ 地歴 ・公 民科
算 数 ・ 数 学 科
理 科
外国語活動・外国語科



平成25年10月18日(金)

公開当日の様子

「思考力・判断力・表現力」を育成する学習指導
～「判断基準」の設定による指導法の改善～

研究主題

鹿児島大学髙谷准教授による授
業づくりについての講演

高らかに響く歌声が印象的だっ
た音楽の授業

自分の考えを意欲的に分かりやす
く発表した数学の授業

活発な意見が交わされたワーク
ショップ型の研究協議

平成25年11月６日(水)

公開当日の様子

個々の生徒の学力向上と進路実現を目指す授業改善
～基礎的・基本的な知識・技能の

習得と活用を図る学習指導～

研究主題

全体会における研究概要の説明 一人一人が考えを伝え合う英語
の授業

真剣なまなざしで作品に向かう
美術の授業

分科会のグループ協議で出し合っ
た意見を発表

明治大学諸富教授による安心で
きる学級づくりについての講演

先生方も笑顔でアイスブレイク
(諸富先生の講演)

自分の考えを電子黒板で分かり
やすく伝える児童

考えたことを自信をもって表現
する児童

公開当日の様子

学年別における複式国語科学習指導の充実
～「書くこと」の指導を通して～

研究主題

多くの参加者のもとに開か
れた全体会

レポートについて調べたこ
とを発表する３年生

伝えたいことのよりよい伝
え方を考える４年生

授業の終末で学んだことを
互いに発表

平成25年11月８日(金)

公開当日の様子

自ら考え判断し，表現できる子どもを育てる
学習指導の開発Ⅲ

研究主題

平成25年11月12日(火)中間発表会



次

長
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「
未
来
に
繋
が
る
紅
白
リ
レ
ー
」

教
育
セ
ン
タ
ー
の
木
々
も
紅
葉
し
、
研
究
提
携
校
の
公
開
の
余

韻
を
感
じ
な
が
ら
、
一
年
を
顧
み
る
年
の
瀬
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
楽
し
み
は
、
些
細
な
出
来
事
の
中
に
感
じ
る
小
さ
な
命
の

成
長
で
あ
る
。

舞
台
は
小
学
校
の
運
動
会
、
Ｙ
君
は
今
年
入
学
し
た
元
気
な
男

の
子
で
あ
る
。
全
校
児
童
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
動
き
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
滞
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
最
後
の
紅
白
リ
レ
ー
を
迎
え
て
、
会
場

の
雰
囲
気
は
最
高
潮
に
達
し
た
。
選
手
入
場
に
合
わ
せ
て
、
巧
み

な
放
送
が
い
や
が
上
に
も
緊
張
を
煽
り
、
「
用
意
。
」
の
声
に
、

ビ
デ
オ
を
握
る
手
元
も
汗
ば
む
の
で
あ
る
。

パ
ー
ン
！
ス
タ
ー
タ
ー
の
合
図
に
一
斉
に
飛
び
出
す
一
年
生
、

紅
潮
し
た
顔
に
は
、
真
一
文
字
に
結
ん
だ
口
元
が
キ
リ
リ
と
勇
ま

し
い
。
第
一
コ
ー
ナ
ー
手
前
ス
ッ
ス
ッ
と
飛
び
出
し
た
の
は
件
の

Ｙ
君
。
「
ワ
ー
ッ
。
」
と
ば
か
り
に
大
歓
声
が
選
手
を
包
み
込
む
。
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
シ
ナ
リ
オ
は
な
い
。
次
の
瞬
間
、
白
い
バ
ト
ン

が
宙
に
舞
い
、
Ｙ
君
の
姿
が
消
え
た
画
面
に
は
、
焦
点
の
定
ま
ら

な
い
画
像
が
残
る
。

入
れ
替
わ
っ
た
先
頭
は
、
勝
て
な
い
か
ら
学
校
に
行
き
た
く
な

い
と
言
っ
て
い
た
サ
ッ
カ
ー
仲
間
の
Ｔ
君
で
あ
る
。

ビ
デ
オ
は
、
最
後
ま
で
走
る
こ
と
が
大
事
と
送
り
出
し
た
両
親

と
の
約
束
を
胸
に
駆
け
抜
け
る
Ｔ
君
の
「
何
で
？
」
と
い
う
複
雑

な
表
情
を
見
逃
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
バ
ト
ン
を
拾
っ
て
画
面

の
端
っ
こ
か
ら
猛
追
す
る
Ｙ
君
の
姿
を
捉
え
た
。
そ
の
勢
い
は
、

最
後
ま
で
諦
め
な
い
気
迫
に
満
ち
て
い
た
。
突
然
の
出
来
事
に
狼

狽
え
ず
走
り
き
っ
た
思
い
出
は
、
清
々
し
く
も
あ
り
、
Ｙ
君
Ｔ
君

達
の
、
未
来
に
繋
が
る
貴
重
な
財
産
と
な
る
に
違
い
な
い
。

そ
の
夜
、
Ｙ
君
は
言
っ
た
「
爺
ぃ
じ
、
一
生
懸
命
に
順
番
は
な

い
ん
だ
よ
。
」
と
。
礼
記
に
、
「
玉
琢
か
ざ
れ
ば
器
と
成
ら
ず
。
」

と
あ
る
。
小
さ
な
命
が
、
自
ら
学
び
磨
き
上
げ
る
力
に
初
め
て
触

れ
る
時
、
そ
こ
に
発
揮
さ
れ
る
の
が
プ
ロ
の
力
で
あ
ろ
う
。

日
々
の
教
育
実
践
が
Ｙ
君
の
言
葉
に
重
な
る
の
で
あ
る
。

新
し
い
年
も
、
子
ど
も
達
に
寄
り
添
う
誰
も
が
プ
ロ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

く
だ
ん

かごしま教育ホットラインは，24時間対応で相
談を受け付けています。

子どもからのメッセージ

当教育センターのWeb
ページの「教育相談」か
ら「かごしま教育ホット
ライン24」の案内ページ
へお進みください。

ほとんどの相談者は，自分の思いを周りの人にな

かなか分かってもらえないことへの苦しみを抱えて

います。教師から見て「気になる子ども」は「問題

のある子ども」ではなく，むしろ「教師からの関わ

りを必要としている子ども」です。子どもたちが起

こす「問題」は，ほんのちょっぴり屈折した「教師

へのメッセージ」であるとの見方をすることも大切

です。休み時間や給食時間での語らい，掃除時間で

の声掛けなど，日頃から機会を捉えて直接，教師と

児童生徒が対話をして，児童生徒理解に努めること

が重要です。

「学校楽しぃーと」は，子どもの学校適応感を
客観的に把握することができる質問紙のことです。

「学校楽しぃーと」は，
子どもたち一人一人の現
状をはっきりとつかめる
ので指導に生かしやすい
です。 （中学校教諭）

本当にびっくりするほど子
どもの様子が現われていまし
た。複数回実施する予定です。

（小学校教諭）

当教育センターのWeb
ページから，右の「学校
楽しぃーと」の画面へ進
みますとダウンロードで
きます。

「学校楽しぃーと」のデー
タを基に職員研修で共通理解
することで，他の先生方から
様々なヒントを得ることがで
きました。 （小学校教諭）

今年度初めて実施してみると，
日頃気付いていない生徒のよさ
に気付くことができました。

（高等学校教諭）

課題を抱えて来室す
る生徒の対応に迷って
いましたが，「学校楽
しぃーと」の実施後，
その生徒の課題につい
て他の先生方と話をす
ることが多くなり，共
通理解の大切さを感じ
ました。
（高等学校養護教諭）

「学校楽しぃーと」を活用する学校が増えてきて
います。今年度，「生徒指導力向上プログラム」の
講座や校内研修会等で，たくさんの先生方の御意見
を伺いました。


